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噴気温泉地帯一玉川温泉一(西津軽･北秋田路6)

十和田･八幡平国立公園として知られる八幡平は花輪盆地の南岩手

県境にひろがる高原状の火山である.その各所に噴気･温泉活動がみ

られ玉川温泉もその1つである1この温泉は酸性川として有名た玉

川の上流標高740mの地点にあり強酸性泉で湯量の豊富なことは

北日本随一といわれる.また放射能をもつ温泉沈澱物“北投石"の

産出でも著名である.写真は下流側から全景をおさめたもので噴煙

の部分に優勢な温泉湧出がありそれが熱湯川を存して流れ周囲の山

肌には噴気によって焼けただれたような変質帯が露出する.まさに焦

熱の光景である.このような後火山作用の現象は温泉や地熱の利用

という面からだけでたく岩石の変質･温泉沈澱物の形成機構･マグマ

の消長汰とを研究する手がかりとして地質学的にも重要である.

(盛谷櫻之)�


